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第 10 期第１回 令和７年度第１回さいたま市地域自立支援協議会 会議録 

日時：令和７年７月 11 日（金）14:30〜16:30 
オンライン開催 

 
 次  第  
１．開  会 
２．議  題 
（１）日中サービス支援型グループホームについて 
（２）地域生活支援拠点等の登録について 
（３）さいたま市地域自立支援協議会の概要・各専門部会の取組について 
（４）令和７年度第１回地域協議会連絡会議からの報告について 
（５）障害福祉分野における人材確保について 
  ア 今後の取組 
  イ 動画の作成状況 
３．閉  会 
 
 
 配布資料  
①さいたま市地域自立支援協議会 次第・委員名簿 
②【資料１−１】日中サービス支援型ＧＨ法人提出資料 
③【資料１−２】日中サービス支援型ＧＨ法人からの回答・その他資料 
④【資料２−１】地域生活支援拠点等の登録について 
⑤【資料２−２】地域生活支援拠点 登録希望事業所 
⑥【資料３−１〜３−５】自立支援協議会の概要・各専門部会の取組について 
⑦【資料４−１】課題検討に向けた体制について 
⑧【資料４−２】さいたま市災害対策プロジェクト（課題整理表） 
⑨【資料５】動画活用を踏まえた人材確保施策 
 
 
 出 席 者  
委  員・・・相浦委員、市川委員、大村委員、小泉委員、酒井委員、澁谷委員 

髙橋（清）委員、髙橋（純）委員、遅塚会長、三石委員、山川委員 
（欠席）相澤委員 

 
事 務 局・・・（障害福祉課）栗原課長、根岸課長補佐、川邉係長、岩澤係長 
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伊藤主査、石井主事、會田主事 
       （障害政策課）大久保課長、青柳課長補佐、荒木課長補佐 

渡辺課長補佐、丸山主任 
 
議題４オブザーバー・・・北区障害者生活支援センターみぬま 岸端氏 
            桜区障害者生活支援センターさくらとぴあ 仲田氏 
 
 開会  
（事務局：障害福祉課） 
・出席状況（出席 11 名、欠席１名）→会議成立 
・会議の公開について→議題１及び議題２は非公開 
・課長挨拶 
・資料の確認 
・傍聴９名 
・委員の紹介 
・事務局の紹介（障害福祉課、障害政策課） 
 
（事務局：障害福祉課） 

さて、本日は、第１回目の協議会となりますので、会長が選出されておりません。さいた
ま市誰もが共に暮らすための障害者の権利の擁護等に関する条例施行規則第 24 条第１項に
基づき、委員の皆様の互選により会長及び副会長各１名を選出していただきたいと存じま
すが、どなたかご推薦がございましたら、挙手をしてご指名いただけないでしょうか。 
 
（三石委員） 
 前期のさいたま市の地域自立支援協議会の会長を務められ、さいたま市の障害福祉施策
の経緯と現状をよくご存知である遅塚委員が会長に相応しいのではないかと思いますが、
いかがでしょうか。 
 
（事務局：障害福祉課） 
 ただいま三石委員から、会長に遅塚委員をというご発言がございましたが、委員の皆様い
かがでございましょうか。 
 

〜異議なし〜 
 
 ありがとうございます。皆様からのお声を頂戴しましたが、遅塚委員、会長をお引き受け
いただけますでしょうか。 
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（遅塚委員） 
 はい、引き続きよろしくお願いいたします。 
 
（事務局：障害福祉課） 
 ありがとうございます。それでは、本協議会の会長は遅塚委員にお願いをすることとした
いと存じます。以後の議事進行につきましては遅塚会長、よろしくお願いいたします。 
 
（遅塚会長） 
 委員の皆様、はじめまして。ただいま会長に指名されました遅塚でございます。 

ここからは、私のほうで議事の進行を務めさせていただきます。 
先ほど事務局から、会長及び副会長を各１名ずつ選出したいとのお話がございました。副

会長につきましては、障害福祉施策の状況にお詳しい大村委員がふさわしいのではないか
と思いますが、いかがでしょうか。 
 

〜異議なし〜 
 

 ありがとうございます。大村委員いかがでしょうか。 
 
（大村委員） 
 ご指名をいただきましたので、会長の補佐をさせていただきます。よろしくお願いいたし
ます。 
 
（遅塚会長） 
 ありがとうございます。それでは大村委員に副会長をお願いいたします。 
 

 議題１「日中サービス支援型グループホームについて」  

本議題につきましては、特定の法人に関する情報及
び法人を特定することができる情報を審議するた
め、さいたま市情報公開条例第 7 条第 3 号及び第４
号に基づき会議録を非公開と致します。 
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 議題２「地域生活支援拠点等の登録について」  

本議題につきましては、特定の法人に関する情報及
び法人を特定することができる情報を審議するた
め、さいたま市情報公開条例第 7 条第 3 号に基づき
会議録を非公開と致します。 
 

 議題３「さいたま市地域自立支援協議会の概要・各専門部会の取組について」  

（遅塚会長） 
それでは続いて議題３「さいたま市地域自立支援協議会の概要・各専門部会の取組につ

いて」、事務局から説明をお願いいたします。 
 
（事務局：障害福祉課） 

ここからは、傍聴室に音声を入れますので少々お待ちください。 
 

〜傍聴室 音声 ON〜 
 
（事務局：障害福祉課） 

資料３−１「令和７年度さいたま市地域自立支援協議会の概要」をご覧ください。 
本市の地域自立支援協議会は、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律」及び「さいたま市誰もが共に暮らすための障害者の権利の擁護等に関する条
例」に基づき、地域の関係者が集まり、個別の相談支援の事例を通じて明らかになった地
域の課題を共有し、地域のサービス基盤の整備、障害者の地域における自立した生活の支
援に関する事項を調査審議する場として、平成 19 年度から設置されております。 

今年度の協議会体制につきましては、資料１枚目の下にあるイメージ図をご覧くださ
い。本市の協議会は、本協議会と４つの専門部会で構成されております。 

４つの専門部会は、イメージ図の枠の中に内容を記載しております。まず左上から、精
神障害者の地域移行や地域定着の調査審議を行う「精神保健福祉部会」、その右の、障害
者虐待に関する支援の調査審議を行う「障害者虐待防止部会」、左下の、障害者相談支援
体制の調査審議を行う「相談支援部会」、その右の、障害児に関する支援の調査審議を行
う「子ども部会」がございます。各専門部会の取り組みについては、この後ご説明させて
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いただきます。 
また、令和元年度から、区における課題抽出・地域におけるネットワーク強化に向けた

取り組みとして「障害者支援地域協議会」の設置を開始しております。現在は８区にござ
いますが、今年度中に 10 区全てへの設置が完了する見込みで、現在、設置へ向けて取組
を進めているところでございます。 

次のページからは、協議会の設置に関する根拠法令等を載せておりますので後ほどご覧
ください。 
 続いて、各専門部会の取り組みについてご説明いたします。 

資料３−２「精神保健福祉部会について」をご覧ください。 
昨年７月 23 日に開催した第１回目の精神保健福祉部会では、まず、「入院者訪問支援事

業について」令和６年度から埼玉県で検証事業が開始されるとのことで、埼玉県の事業概
要等について、所管課から説明を行いました。 

また、厚生労働省が実施した入院者訪問支援事業の実施見込みの調査結果について共有
を行いました。政令市では、全 20 都市中、半分の都市が令和６年度中に訪問支援員の養
成研修、訪問支援員の派遣を予定しているとの結果となりました。 

次に、「精神科病院における虐待通報への対応について」精神保健福祉法の改正によ
り、義務化されたことについて説明したのちに、令和６年４月に法施行された以降の、さ
いたま市における対応状況について報告を行いました。 

また、実際の運用については、さいたま市精神科病院における虐待防止対策に係る事務
取扱要領を作成し、要領に則って運営を開始しております。 

続いて、昨年６月に実施された第１回地域移行・地域定着支援連絡会議について、精神
科病院へのヒアリング調査の聞き取り結果の共有を行いました。 

また、令和５年度におけるピアサポート事業の活動状況についての報告を行い、５名の
ピアサポーターが外出の同行や地域での暮らしへのアドバイス等を実施しているところで
ございます。 

最後に、「令和５年度障害者支援地域協議会からの活動報告について」既に地域協議会
が設置されている６区の地域協議会から挙げられた課題等について共有を行ったのちに、
中央区地域協議会の実施状況と、令和６年度に新たに設置された見沼区地域協議会の実施
状況について報告を行いました。 

今年 1 月 9 日に開催した第２回目の精神保健福祉部会では、「精神障害者の家族支援に
ついて」令和６年度に実施した精神障害者の家族支援について所管課から報告を行いまし
た。内容としては、家族会に参加し、相談窓口やイベントの周知依頼等の意見を伺い、感
じた課題について共有しました。 

また、家族会や当事者会の広報として、市ホームページへの掲載や、保健所が主催した
「統合失調症の家族教室」において、参加者に対し、家族会の一覧表を配布し周知しまし
た。 



6 
 

次に、「入院者訪問支援事業について」障害者生活支援センターに対して行った入院者
訪問支援事業についてのアンケート結果について所管課より報告しました。 

また、令和７年度にさいたま市では、埼玉県の事業をベースとして、訪問支援員の人材
育成から開始する予定となっております。 

続いて、「さいたま市精神障害者訪問支援（アウトリーチ）事業実施報告について」令
和６年度には、岩槻区と中央区を加え、全 10 区で事業が開始されました。また、令和６
年度のアウトリーチ事業の実施経過について所管課から報告を行い、事例を抜粋して説明
し、意見交換を行いました。 
 次年度の計画としては、アウトリーチ事業における協力連携機関が一堂に集まり、情報
交換を行える場を企画する予定となっております。 

ほかには、「地域移行・地域定着支援連絡会議について」第１回目の部会同様、精神科
病院へのヒアリング調査についての報告をし、退院支援の現状や課題について内容の共有
を行いました。また、「障害者支援地域協議会について」障害者支援地域協議会の概要の
説明を行った後に、地域協議会連絡会議の協議内容について共有を行いました。 

今年度については、引き続き、アウトリーチ事業や精神障害者の家族支援を継続して実
施し、結果について報告をすることや、入院者訪問支援事業について、運営方法を引き続
き検討し、進捗状況の報告を行います。また、ピアサポート事業の実施状況の報告を行
い、意見交換を行うこととなっております。 

続いて、資料３−３「障害者虐待防止部会」をご覧ください。 
昨年８月 15 日に開催した第１回目の障害者虐待防止部会では、まず、「令和６年度障害

者虐待統計集計表について」養護者による虐待、施設従事者による虐待、使用者による虐
待のそれぞれについて統計を確認し、意見交換を行いました。意見交換をする中で、虐待
認定をした件数の項目も追加した方が良いのではないか、との意見を受け、令和６年度の
集計表から虐待認定をした件数の項目を追加しました。 

次に、「さいたま市障害者虐待対応事例集について」では、以前、委員の皆様からいた
だいたご意見を踏まえて修正し、前回の部会で検証した事例を追加した事例集を共有し、
意見交換をしました。意見交換をする中で、各事例のタイトルにその事案がどのように参
考になるのかが示されていると読みやすくなるのではないか、との意見を多くいただきま
した。 

また、事例集については支援課と障害者生活支援センターに共有し、内部での研修に活
用していただくことを想定しております。 

最後に、「令和５年度障害者支援地域協議会からの活動報告について」既に地域協議会
が設置されている６区の地域協議会から挙げられた課題等について共有を行い、その中で
挙げられた「権利擁護・虐待への適切な研修の実施」について、市で行っている研修につ
いての内容を共有しました。 

今年１月 17 日に開催した第２回目の障害者虐待防止部会では、まず、「障害者虐待対応
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に関する事例検証について」委員の皆様から事例の選定ついてご意見をいただき、グルー
プホームにおける虐待事案を３件検証しました。 

次に、「精神科病院における虐待通報への対応について」令和６年４月から虐待通報窓
口を設置し、対応していることを所管課から報告を行いました。また、４月に窓口を設置
してから 10 月末までに 41 件の通報がございました。 

また、周知に関しては、市内精神科病院及び関係者に行い、精神科病院に対して掲示用
のポスターを提供しました。 

そのほか、報告事項として、「さいたま市障害者虐待対応事例集について」支援課及び
障害者生活支援センターに対し、事例集を送付したことを報告しました。事例集は、一定
期間経過後に、活用状況について調査を行い、令和７年度の第１回目の部会にて報告する
予定となっております。 

また、虐待防止に関する研修等について、令和６年度に実施した「障害児通所支援事業
所向け研修」及び「障害者差別解消法、虐待防止・権利擁護研修」の内容について共有し
ました。 

今年度については、さいたま市の障害者虐待統計から傾向を分析し、虐待防止に係る今
後の取組みについて検討を進め、今後の障害者虐待対応の参考となるよう、引き続き、事
例検証を実施いたします。また、障害者虐待対応事例集の充実を図るため、活用状況や活
用方法について調査、報告を行い、随意内容を精査していきます。 

続いて、資料３−４「相談支援部会」をご覧ください。 
昨年８月 26 日に開催した第１回目の相談支援部会では、令和５年度障害者支援地域協

議会活動報告から２点取り上げました。 
「相談支援・セルフプラン」については、令和４年度からの継続議題となっておりまし

て、支援課及び障害者生活支援センターの委員を中心に対応を進めており、窓口での相談
対応をある程度統一することを目的に、全区共通のアセスメントシート（案）をいくつか
の区で試行的に用いながら見直しを進めることになりました。また、相談支援事業所の不
足に対する具体的な検討としまして、市内の障害福祉サービス事業者を対象にした、相談
支援事業所開設説明会を実施することを検討しており、他自治体で実施されたものを共有
して、意見交換を行いました。 

「家族依存・8050 問題」については、中央区地域協議会における取組みを発表していた
だいた上で、他区の取組み状況を確認し、課題の共有及び意見交換を行いました。 

そのほか、地域生活支援拠点等コーディネーターの配置について、昨年７月の地域自立
支援協議会でも議題に上げさせていただきましたが、国が示した仕組みでは、配置を行う
ことが難しく、他政令指定都市における対応状況の調査結果を共有し、今後も他市の動向
を注視しながら検討していくこととなりました。 

また、障害者生活支援センターのプロポーザルを実施していること、令和６年度は西区
と見沼区に基幹相談支援センター及び障害者支援地域協議会を設置していくことを報告し
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ました。 
 今年１月 22 日に開催した第２回目の部会では、「相談支援・セルフプラン」について引
き続き検討を行い、全区共通のアセスメントシートを窓口相談受付シートに名称を改め、
完成したシートを障害福祉課から各区支援課へ周知を行い、効果測定を行うこととなりま
した。併せて、第 1 回でも共有しました指定特定相談事業所開設説明会について、本市の
企画案を報告し、今年５月に開催することになりました。 
 また、令和５年度障害者支援地域協議会活動報告の各テーマへの対応方法について、昨
年 11 月に開催した臨時地域協議会連絡会議の内容を報告し、優先課題に対して割振りを
行い、地域生活支援拠点については北部・南部圏域、災害・防災については北区と桜区、
家族依存・8050 問題については中央区と浦和区を中心として課題の整理や検討を進め、各
区に提案をしていくことになりました。 
 さらに、障害者生活支援センターのプロポーザル結果報告と西区と見沼区に基幹相談支
援センター及び障害者支援地域協議会を設置完了したことを報告しました。 
 今年度については、障害者支援地域協議会活動報告における優先課題の整理及び検討を
継続していくことや、「窓口相談受付シート」の効果検証や、指定特定相談支援事業所の
開設説明会の開催等により、引き続き相談支援及びセルフプランの課題に対する取組みを
進めること、大宮区と緑区に基幹相談支援センター及び地域協議会を設置していくことと
なっております。 

続いて、資料３−５「子ども部会」をご覧ください。 
昨年８月 19 日に開催した第１回目の子ども部会では、まず、「医療的ケア児等の支援に

ついて」、医療的ケア児等の支援機関として市内に設置されている、「医療的ケア児保育支
援センター（すまいるスポットさいたま）」と「埼玉県医療的ケア児等支援センター地域
センターカリヨンの杜」の活動実績を受託法人から報告がありました。すまいるスポット
さいたまでは、相談等の一部事業について令和５年 11 月から先行して実施し、令和６年
１月に開設してからは、未就学児に特化した強みを活かし、各関係機関と連携して支援を
行っているとの報告がありました。カリヨンの杜からは、昨年度より相談件数は減ってい
るが、他県からも問い合わせを受けており、地域センターとして県と連携しながら支援を
行っているとの報告がありました。 

また、令和６年７月３日に実施した、医療的ケア児等コーディネーター連絡会議の実施
内容を報告しました。会議には市内のコーディネーター21 名が出席し、コーディネーター
の地域における役割や、医療的ケア児等支援に関する情報の発信方法について協議しまし
た。また、医療的ケア児の受入れが可能な事業所の情報など、支援に関する情報交換を行
いました。コーディネーター同士の意見交換の中で、普段のコーディネート業務で医療分
野の関係機関との連携を密にしたい、医療的ケア児等の災害対策についても検討したいと
いった意見が挙がっていました。 

次に、昨年度から引き続き検討をしている障害児入所施設に入所する障害児等の移行支
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援・移行調整について取り上げ、令和６年７月にこども家庭庁から発出された通知の中
で、移行調整に関わる各関係機関の役割が明確化され、障害児入所施設と指定都市が、そ
れぞれ実施主体、責任主体として取り組む内容が示されました。また、本市の移行調整の
状況を所管課から報告し、意見交換を行いました。 

そのほか、令和５年度障害者支援地域協議会からの活動報告についての議題では、地域
協議会連絡会議から本協議会へ報告された地域課題のうち、「児童期の支援」について、
教育と福祉の連携では、教育委員会と連携して市内の学校へ通知を発出したことに加え
て、特別支援コーディネーター向けに障害福祉サービスに関する研修資料を提供いたしま
した。 

また、つながる発達支援相談事業の報告についての議題では、療育センターひなぎくか
ら、事業の内容説明や実績の報告があり、現在は岩槻区のみ委託をしているが、今後は見
沼区や緑区にも事業展開をしていくとの話がありました。 

今年１月 27 日に開催した第２回目の部会では、障害児入所施設に入所する障害児等の
移行支援・移行調整について、今後の移行調整の流れを検討し、市独自の取り組みとし
て、入所児童が 15 歳に達した段階で初回のカンファレンスを実施するという報告があり
ました。 
 また、医療的ケア児等の支援については、医療的ケア児等支援リーフレットの作成につ
いて、検討会を開催したところ、掲載内容について当事者から意見をもらうと良いとの話
が出て、医療的ケア児のご家族へヒアリングを実施することが報告されました。なお、ヒ
アリング結果は、令和７年度の医療的ケア児等コーディネーター連絡会議で共有し、リー
フレットについては、連絡会議を経て調整したものを子ども部会に諮り、配布していく予
定となっております。 

さらに、医療的ケア児の健やかな成長と発達のための実際の保育・療育について、社会
福祉法人なないろ会より、医療的ケア児に関する事業内容や保育園での活動の様子などの
紹介がありました。 
 そのほか、特別に支援が必要な子どもを取り巻く課題については、医療的ケア児や障害
児入所施設に入所する児童向けの支援について、次年度以降、部会で話し合いたいものが
あれば、事務局へ回答することになりました。 
 今年度については、医療的ケア児等支援リーフレットの最終調整を行い、配布を開始す
る予定です。また、昨年度に引き続き、医療的ケア児等コーディネーター連絡会議を開催
し、活動報告を実施します。そのほか、障害児入所施設に入所する障害児等の移行調整に
ついて、令和６年度の部会にて報告した障害児入所施設の対応の流れに沿ってカンファレ
ンスを実施することとなっております。 

議題３「各専門部会の取組みについて」のご説明は以上です。 
 
（遅塚会長） 
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ありがとうございます。 
各部会で話し合っている内容と、この本協議会との繋がりが一番大事な部分だと思いま

す。ただいまのご説明についてご質問、ご意見ございましたらよろしくお願いいたしま
す。 

 
（酒井委員） 

精神障害者の方へのアウトリーチについてもう少し伺いたいと思います。精神障害者の
方たちにとって医療につながるのが大変であって、アウトリーチ事業はとても大事だと思
っております。ですが、よく市民会議でご一緒する精神障害者のご家族の方たちから、ア
ウトリーチ事業はごく一部の方が対象になっていて、必要な人にはなかなか届かないとい
うお話も伺っているところです。この辺りの実情や難しい点などもお聞かせいただけると
ありがたいです。 

 
（遅塚会長） 

ありがとうございます。事業の内容や、どのように対象者を決めているかといった具体
的な部分が見えないところではありますが、事務局からこの場での回答は難しいでしょう
か。 
 
（事務局：障害福祉課） 

事業の担当課が別ですので、詳細は確認させていただきます。 
 
（遅塚会長） 

何か資料があれば、委員の皆様にお送りいただければと思います。三石委員から何かご
ざいますでしょうか。 
 
（三石委員） 

アウトリーチ事業は全市で実施しておりまして、障害者生活支援センターとしても参加
しております。事務局はこころの健康センターで、対象者は福祉課、保健所のケースから
上がってくる流れになっているかと思います。 

酒井委員のお話にあったご家族の方たちというのは、精神障害のあるご自分のお子様な
どを介護されている方たちと推察いたしますが、そういった長きにわたってご家族が介護
者として支えているという実態がなかなか上がりにくい現状があると思いました。 

地域協議会の中で出てきている家族依存・8050 問題に代表されるような、家族が介護を
していて、地域社会から孤立していたり、社会的な支援に繋がれなかったりといった方た
ちへの支援というものを仕組みとしてどう整えていくか、アウトリーチ事業も含めて重要
な地域課題の一つだと思っております。 
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アウトリーチ事業の仕組みとして、行政の担当窓口からの気になるケース、例えば医療
に繋がっていないケースや無支援のケースといった人が上がってきますので、これはこれ
で実践の意味があると思いますが、一方で精神障害者のご家族が抱いている実態との乖離
という部分も考えていかなければならないとも思います。 

精神保健福祉部会ではこころの健康センターや保健所の精神保健課の方も委員になって
いますので、部会の方でも検討できればと思ったところです。 

 
（酒井委員） 

ありがとうございました。 
私は中央区の地域協議会に関わっていて、先日も協議会で、繋がり支援の関係で外部と

の関係がなかなか作れない方たちのリストを初めて見せていただいたのですが、７割ぐら
いが精神障害者の方たちでした。精神障害者やその家族が社会的な支援と繋がっていく手
がかりがなかなか作れないというのを感じたところですので、ぜひその課題をみんなで考
えていく必要があるなと思いました。 

 
（遅塚会長） 

ありがとうございます。 
事業を実施する側とそれを受ける本人やご家族の側とでは、感じ方や意識に違いがある

ということを感じました。 
その他何か疑問点等ございましたら、協議会後でも構いませんので、事務局にご連絡い

ただければ、必要な情報は共有していけるかと思います。 
 

 議題４「令和７年度第１回地域協議会連絡会議からの報告について」  

（遅塚会長） 
それでは議題 4「令和 7 年度第 1 回地域協議会連絡会議からの報告について」、事務局か

らご説明をお願いいたします。 
 
（事務局：障害福祉課） 
 議題４「令和７年度第１回地域協議会連絡会議からの報告について」ご説明いたしま
す。 

昨年度に地域協議会が設置されている８区より、令和６年度障害者支援地域協議会活動
報告がございましたが、報告で挙げられておりました各課題につきまして、まずは優先課
題と位置付けた３つの課題（地域生活支援拠点、防災・災害対策、家族依存・8050 問題）
を地域協議会連絡会議にて協議・検討していくこととなりました。本日は各優先課題に対
する取り組みを説明していただくため、今年度の地域協議会連絡会議の幹事区である北区
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と課題検討チームに入っております桜区にご出席いただいております。 
それでは、北区障害者生活支援センターみぬまの岸端様、桜区障害者生活支援センター

さくらとぴあの仲田様、ご説明をよろしくお願いいたします。 
 
（北区障害者生活支援センターみぬま 岸端氏） 
 さいたま市北区障害者生活支援センターみぬまの岸端です。今年度から大宮区、緑区に
も基幹相談支援センターが設置され、10 区すべてに地域協議会が出来ることになりまし
た。そして、令和７年度の地域協議会連絡会議は、北区が取りまとめを担当しております
ので、どうぞよろしくお願いします。 

令和７年度の地域協議会は、各区ともに活動を開始したばかりですので、それぞれの取
り組みが進んだ後に改めてご報告をさせていただきたいと思います。 

今回は、昨年度から継続課題となっているものの中から、優先課題として３つを設定
し、検討を開始しました。地域生活支援拠点事業、災害対策、8050 問題について、先日開
催されました、全 10 区の支援課、障害者生活支援センターが集まる地域協議会連絡会議
にて、協議を行った内容も含めて、簡単ですがご報告させていただきます。 

まず、地域生活支援拠点事業についてです。昨年度より北部、南部圏域に分かれた検討
を開始しております。現状としましては、拠点事業の登録事業所数や取り組みの進捗につ
いては区ごとに差が出てしまっておりますが、地域協議会連絡会議内では、区、圏域、さ
いたま市全体で取り組めていること、今後取り組むことを話し合い、改めて重要な事業で
あることを再認識しました。また、今年度は、各区で取り組むこととして地域アセスメン
トを完了すること、北部では、登録事業所と共に、事例の共有ができるような研修の実施
を、南部では、グループホーム・入所施設が集まって受け入れのシミュレーション等の実
施や、各区で対象者リストや地域アセスメントの中身の共有をしていくことも確認をして
おります。今後も、引き続き様々な取り組みを進めていきたいと考えております。 

次に、家族依存・8050 問題についてですが、昨年度、各区において 8050 世帯でサービ
ス利用がない方に対して個別訪問を実施しております。このような実態把握と併せまし
て、今年度、支援が必要な方へのアプローチ等、更なる取り組みの検討を進めていく予定
となっております。今後、具体的な内容についてご報告出来るように準備をしてまいりま
す。 

最後に災害対策についてですが、昨年度より桜区と北区で検討を開始しました。２区で
の話し合いのスタートとして、災害対策は、課題も取り組みも幅広く、多角的に捉えてい
かないといけないこと、また、地域によって優先課題も違うのではないかと考えました。
そこで資料に入れております課題整理表を作成し、先日の地域協議会連絡会議でも、各区
でこちらの表を活用しながら、それぞれで取り組みを進めていただけるように提案をして
おります。 

今後については、各区で検討を行うだけでなく、取り組んだ内容を定期的に 10 区で共
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有するなど、他の区の取り組みも参考にしていくことと、さいたま市全体で取り組む必要
のあることも含めて災害対策を進めていくことの確認をしています。 

それでは、ここで、災害対策について、課題整理表も含めて、桜区障害者生活支援セン
ターさくらとぴあの仲田さんから補足説明をさせていただきます。 
 
（桜区障害者生活支援センターさくらとぴあ 仲田氏） 
 桜区障害者生活支援センターさくらとぴあの仲田です。資料４−２について説明いたし
ます。市内の災害対策プロジェクトとして、北区と桜区が中心となり、災害・防災対策に
ついての課題整理表をまとめました。 

表について簡単にご説明いたします。まず総論として、災害が発生した際の取り組みと
して区・近隣区・市全体の視点で必要な取り組みを整理し、障害のある方々や保護者・介
護者が適切な避難ができる体制や、避難生活を送るための準備をしておく、また、事業所
における災害への備えに対しても寄与する取り組みを検討し、実施していくことを目的に
この表を作成しました。表の特徴としまして、縦軸で自助（本人支援）、互助（事業所間
連携）、共助（地域づくり）、公助（仕組みづくり）、横軸として、区、近隣区、市で分
け、それぞれの視点で必要な取り組みをまとめております。 

災害への備えは各区の状況によって違ってきます。この表はあくまで災害対策を市内で
推進していくにあたって、方向を示す指針として活用してもらうとともに、各区でアップ
グレードしていき、各区・各圏域に合った整理表にしていくことができるようになってい
ます。縦軸の細い欄については、優先順位をつけるためのものです。 

この表に関しては、これで完成ではありません。 
今後の北区と桜区の役割として、地域協議会連絡会議の中で各区の取り組みの進捗確認

を行いながら、課題整理表の修正等を行ってまいります。説明は以上です。 
 
（事務局：障害福祉課） 

議題４については以上となります。 
 

（遅塚会長） 
さいたま市の場合は非常に規模が大きいため、地域自立支援協議会で議論できることよ

りも、各区の地域協議会で行われている議論の方が、現場に近い実質的なものになってい
るのではないかと思います。今年度には 10 区すべてで地域協議会が立ち上がるというこ
とで、地域協議会連絡会議という場が設定されて、各区の支援課と障害者生活支援センタ
ー、つまり行政と相談支援事業所とが議論できる場になったことは、さいたま市にとっ
て、とても良いことだと思っております。 

ただいま発表していただいた内容について、ご質問やご意見がございましたらよろしく
お願いいたします。 
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（相浦委員） 

詳細なご報告ありがとうございました。 
135 万人都市であるさいたま市に 1 つの自立支援協議会しかないとなると、限られた時

間で地域課題を議論することには物理的な限界があります。地域協議会の設置は、少しで
も具体的な施策へと進めていく趣旨があると思いますので、大変良い方向に向かっている
と感じています。一方で、10 区に地域協議会が立ち上がることで、地域協議会連絡会議が
担う役割の重みが増しているとも思います。報告のあった課題の整理も、相当大変だった
のではないかなと考えておりますので、岸端さんか仲田さんに、地域協議会連絡会議の実
情について伺いたいと思います。 

地域協議会連絡会議とこの自立支援協議会との役割分担というのも、委員の皆様のご意
見をいただいて、議論すべきかと思っております。 

地域協議会連絡会議ですべて検討していただいて、自立支援協議会でその報告を受ける
だけになってしまうと、連絡会議としては荷が重いと考えていまして、自立支援協議会で
報告を受けたものを、どこの部会で検討を進めてもらいましょうといった委員の皆さんの
ご承認を受けて、各区や専門部会に付託されていくような形が理想だと思っています。 

現状の連絡会議が大変になってきている実態や感想も含めて、岸端さん、仲田さんから
伺いたいと思いました。 

 
（岸端氏） 

おっしゃる通り、今年度から地域協議会は 10 区に設置されることなりますが、昨年度
の 8 区の時点でもすでに、課題の整理と自立支援協議会への提案の仕方という点について
は、連絡会議の中でも検討されておりました。今年度改めて、自立支援協議会の中で検討
していただけるような提案の仕方を考えているところでありますので、また皆さんにご相
談できればと思っております。 

 
（仲田氏） 

地域協議会が 10 区に設置されることによって、各区の実情にいろいろな違いが見えて
くることはとても良いことだと思います。しかし、それを市の課題としてまとめていく作
業は、やはり難儀する部分があります。地域で感じている課題を市全体に広げられるよう
に、我々も報告の仕方等を検討していけたらと思っております。 

 
（相浦委員） 

純粋に、これだけの成果物を出してご報告いただいた皆様を労いたいという趣旨でござ
いました。 

連絡会議の仕組みとして、課題を挙げて終わりではなく、幹事区を設けて、課題の優先
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順位をつけて具体的なアクションまで進めていく、というこのアイデアはとても素晴らし
いものだと思います。一方で、附属機関という位置付けではない連絡会議だと思います。
皆さん業務がお忙しい中で時間を割いていると思いますので、先ほど申し上げた役割分担
が今後良い形になればと思っています。 

 
（遅塚会長） 

各区の現場に近いところで実情を把握して、例えばそれが制度的な問題であるような場
合には、迷いなく自立支援協議会の議題として整理していただければと思います。 

また、制度的なものではなくても、余りに各区の実情がバラバラ過ぎて、話し合いや統
一が非常に困難というような状況があれば、本協議会に話を上げていただいても構わない
のではないかと感じたところでございます。 

 
（酒井委員） 

ご説明ありがとうございました。質問が 1 点と、意見が 1 点です。 
まず質問ですが、防災対策の課題整理表の見方として、区のところに、検討、準備、具

体化というカテゴリーがありますが、それぞれの繋がりやカテゴリー分けの意図について
ご説明をしていただけるとありがたいです。例えば、「情報提供シートの作成」は「検
討」に入っていますが、「準備」「具体化」には入っていなかったので。 

意見の方ですが、せっかく苦労して課題を整理してくださっても、これを施策やプラン
にしていって初めて課題整理の意味が出てくると思っております。自立支援協議会ではな
く、むしろ政策委員会の話になります。これから令和 9 年度以降の計画の検討が始まるか
と思いますが、そこに自立支援協議会で出てきた課題をどう入れ込んでいくか、連結させ
た議論をしていく必要があると感じているところです。 

 
（遅塚会長） 

まず、前段の質問の部分について回答をお願いします。 
 

（岸端氏） 
この表は北区と桜区で意見を出して作成したもので、あくまで参考としてご理解いただ

ければと思っております。情報提供シートで言うと、北区では既に作成しておりますの
で、具体化の部分に入ってくるものになります。この表を作成するにあたり、どういった
取り組みが必要か、全区に広めていくか、といった検討をしながら、参考としてお示しし
たものになります。 
 
（遅塚会長） 

検討、準備、具体化でステップとして進んでいくイメージかと思います。 
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（仲田氏） 

この表はあくまで現段階でお示ししているもので、これが完成形というわけではありま
せん。各区で「検討」の中に入っていったものを、「準備」の段階に進めよう、「具体化」
まで進めようという形で作り直していくイメージもあったので、各区で取り組めていない
ことや検討すべきことは全部「検討」の欄に入っているという考え方で作成しておりま
す。 

 
（遅塚会長） 

時点を切り取って、ある区では例えば、情報提供シートが今「検討」の段階だとか或い
は既に「具体化」してやっているというように、既に取り組んでいること、まだ取り組め
ていないことを明確にして、それを次の段階に進めていこうという、チェックシートのよ
うなイメージでしょうか。 

 
（仲田氏） 

そのとおりでございます。ありがとうございます。 
 

（遅塚会長） 
後段のご意見の部分については私からお答えします。 
以前から何度もお話が出てきておりますが、課題について検討するだけではなく、きち

んと施策にする必要がある、というお話ですね。しっかりとまとめたうえで、政策委員会
に意見として出せるよう、障害政策課とも相談をして、考えてまいりたいと思います。 

政策委員会のメンバーもこの中には複数おりますし、頑張りたいと思います。 
他にご意見やご質問はございますでしょうか。 
 

（大村委員） 
防災に関する話ですが、今年度、既に障害者の権利擁護部会が開催され、そちらで委員

の方からご意見やご質問があったかと思います。そちらについては政策委員会で対応する
というお話だったと思うのですが、可能であれば、障害政策課からその部会で出たご意見
等をこの場でご紹介いただければと思います。 
 
（事務局：障害政策課） 

申し訳ございません。担当の係の職員が不在ですので、一度課に持ち帰りまして、改め
てお示ししたいと思います。よろしくお願いします。 

 
（大村委員） 
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ちょうど今、部会の議事録の確認依頼が来ておりましたので、おそらくこの後議事録が
確定したところで、内容についてご紹介いただけると期待しております。 

さいたま市の中で、障害のある方と防災という重要な課題にどのように取り組んでいく
のかと思いましたのでお伺いした次第です。 
 
（遅塚会長） 

私も以前、防災関係は自立支援協議会が所管なのか、政策委員会が所管なのか、どちら
とも明確に決まっていないと言われたことがありました。個人的には政策委員会の方なの
かと思ってはいたのですが。明確な仕切りがないということなので、市民の意見を市に伝
えるためには両方で適宜取り上げていくしかないかと思っております。 

先ほどの大村委員のお話に合った議事録等で、どういった話し合いが行われたのかがわ
かればまた、いろいろ考えたいと思います。 
 
（遅塚会長） 
 では、議題の 4 についてはこれで終了したいと思います。引き続き地域協議会連絡会議
と密に連携しながら進めていければと思っております。 

ありがとうございました。 
 

 議題５「障害福祉分野における人材確保について」  

（遅塚会長） 
それでは、議題 5「障害福祉分野における人材確保について」、事務局からご説明をお願

いいたします。 
 
（事務局：障害福祉課） 
 議題５「障害福祉分野における人材確保について」ご説明いたします。 

昨年度、人材確保に係る取り組みとして、障害福祉の仕事の魅力発信を行うショート動
画を、大村副会長と筑波大学の学生の皆さんが中心となって作成いただきました。本日
は、障害政策課より動画活用を踏まえた人材確保施策をご報告したのち、完成動画の一部
を上映いたしまして、大村副会長から、動画作成の取り組み状況をご報告いただければと
存じます。 

それでは、障害政策課青柳補佐から（１）今後の取組についてご説明をお願いいたしま
す。 
 
（事務局：障害政策課） 
 資料５をご覧ください。 
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令和 6 年度に制作いただいた動画を、市主催のイベント等で今年度活用していきたいと
考えております。 

主な今年度の人材確保のイベントですが、10 月 24 日にコムナーレで就職ガイダンス、
12 月 6 日に北図書館で市民の集い、2 月 19 日にコムナーレで就職ガイダンスをそれぞれ
予定しております。 

就職ガイダンスは就職相談会に先立って行われるもので、埼玉県社会福祉協議会の福祉
人材センターが毎年開催しております。その際、スクリーンで動画を上映したいと考えて
おります。また、就職ガイダンスの実施にあたり、ハローワークや埼玉県女性キャリアセ
ンター等に職員が開催案内のチラシを持ち込んで PR を行っておりますが、その際に、動
画も併せて使用したり、市内の福祉系の大学・短大４校、専門学校５校にも開催案内のた
めに学校訪問を行うので、その際に担当の方だけでなく学生さんにもこの動画をご覧いた
だいたりしたいと思っております。 

市民の集いでの動画の活用は、今年度始めて行う取り組みです。近年、県立図書館とハ
ローワークの共催で、就業支援講座などを行っております。そこで今回、さいたま市立北
図書館で開催される市民の集いにおいて、北図書館と共催で就業支援講座を開催したいと
考えておりまして、詳細は今後詰めていきますが、その中で、動画を活用したいと考えて
おります。 

その他、報道機関への記事投げ込みが可能ですので、広報課を通じて報道機関に情報提
供することで、記事として取り上げていただき、広く皆さんに知っていただきたいと考え
ているところです。説明は以上となります。 
 
（事務局：障害福祉課） 
 ありがとうございました。 
 続きまして、（２）動画の作成状況に移りますが、まずは、完成動画の一部を上映させ
ていただきます。 
 

〜動画上映〜 
 
（事務局：障害福祉課） 
 それではここで、大村副会長から動画作成の取り組み状況をご報告いただければと存じ
ます。 
 
（大村委員） 
 大村です。手短にご報告をさせていただければと思います。 

昨年度、さいたま市において障害福祉の魅力がなかなか伝わらない、職員を募集しても
人が集まらないという課題が出ておりまして、障害福祉の魅力をたくさんの方に知ってい
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ただく機会を設けるということで、動画の作成をすることになりました。 
動画をきっかけに障害福祉に関心を持って、職員になってくださる方がいらっしゃるか

もしれませんので、ぜひとも障害福祉の魅力を発信していきたい、という思いで作らせて
いただきました。 

魅力を伝えるために考えたのは、思いの丈が詰まった 3 時間動画ではなく、短く 1 分半
で伝える、という部分です。また、新卒で入った職員と、中途採用で入った職員とを半々
の割合として、合計で８本の動画を作成いたしました。 

この動画作成にあたっては、しびらき、鴻沼福祉会、ささの会、そして久美愛園の各事
業所様にお時間を割いていただき、インタビューをさせていただきました。事前に丁寧に
作り込みをしたうえでインタビューに答えていただいたので、非常にスムーズに撮影がで
きましたこと、心より御礼申し上げたいと思います。 

作成した動画をご覧いただいて、魅力が伝わっているといいなと思っております。こち
らの動画は YouTube チャンネルに登録してありますので、どなたでもご覧いただけま
す。法人の PR 動画ではなく、障害福祉の魅力を発信するものですので、ぜひご活用いた
だきたいと思います。 

動画の作成を専門的な業者にお願いすると、おそらく 50 万円から 100 万円程度かかる
と思いますが、今回自治体の予算はゼロです。学生に協力してもらっている、というのは
ありますが、職員でも作れるという点が大きなポイントかと思います。 

最近はデジタルネイティブな学生や若い方々が増えていますので、例えば、作成した動
画でコンテストを実施することもできるかもしれません。こうした動画を良い形で活用し
ていただき、将来に継承できればと考えております。 
 
（事務局：障害福祉課） 
 議題５については以上となります。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
（遅塚会長） 
 大村委員、お忙しい中動画を作成していただき、ありがとうございました。 

委員の皆様、何かご質問やご意見はございますでしょうか。 
 
（髙橋清子委員） 
 意見や質問ではありませんが、感動しました。 

「1 度働いたら満足すると思うので、損はさせません」という言葉と、「自分の当たり前
が利用者の方の当り前ではない」という言葉にとても感動しました。 
 
（遅塚会長） 
 髙橋委員の法人では幅広く経営していらっしゃって、職員採用も幅広にされていると思
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いますし、テレビに取り上げられるなど、映像とも縁が深いと思いますが、いかがでしょ
うか。 
 
（髙橋清子委員） 
 当法人は障害者支援を特別なことではない、障害者支援は学べば誰でもできる、という
ところを目指して、専門職員以外の人も、色々な職種で求人をかけております。おそら
く、一般的な法人や事業者よりは、求人をかけると応募が来ておりまして、私も週に何回
も面接を行っておりますので、少し視点を変えてみると良いかもしれません。 
 
（遅塚会長） 
 三石委員はいかがでしょうか。 
 
（三石委員） 
 中途採用や新卒といった多様な職員の方たちが、自分の仕事の魅力を発信してくださっ
ている動画で、時間的にもコンパクトで、映像の伝わりやすさというのもありました。こ
の動画を、さいたま市として色々な機会で活用できると、この動画が持つ意味が広がって
いくと思ったのと、作って終わってしまったらもったいないと思いました。 

他にも、利用者からのメッセージなどが入っても面白いかな、と思いながら見ておりま
した。 
 
（遅塚会長） 
 求人が難しい小規模な事業所は、単独でこのような動画を作成するのも難しいと思いま
すが、こうした事業所のお手伝いが市全体としてできるようになればいいなと思いまし
た。 
 
（相浦委員） 
 髙橋委員のおっしゃったこと、本当に私も実感しております。また、この職員は自分の
仕事の魅力を語るときにこんな言葉を持っているのか、ということにも気づかされまし
た。大村副会長や学生さんには、撮影の雰囲気づくりも含め、職員から色々な言葉を引き
出していただいたと大変感謝しております。 

今回、撮影用の機材はスマートフォンだけ、という状況ですので、小規模の事業所でも
できるということを横展開していく必要があると思っております。広がっていくことで、
先ほどの三石委員のように「もっとこんな風に」といったアイデアも出てくるでしょう
し、そうした中で、離職防止といったことにも繋がっていくのではないかと思いました。 

この度は貴重な機会に参加させていただき、ありがとうございました。 
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（遅塚会長） 
 今回限りの取組で終わってはいけないということですね。 

人材確保については、政令市、都道府県の役割の 1 つでもあるので、ぜひ今後も皆様方
のご協力をよろしくお願いいたします。 
 これで、本日予定されている議題については終了となります。それでは事務局にお返し
いたします。 
 
（事務局：障害福祉課） 
 本日は長時間にわたり貴重なご意見を頂戴いたしまして、誠にありがとうございまし
た。 

次の協議会は 11 月 13 日（木）に開催する予定でございます。詳細は協議会が近づいた
らご連絡いたします。今後も委員の方々のご協力のもと、審議を進めて参りたいと考えて
おりますので、よろしくお願いいたします。 

事務局からは以上です。 
 
（遅塚会長） 
 それでは以上をもちまして令和７年度第１回さいたま市地域自立支援協議会を閉会とい
たします。 

本日はありがとうございました。 
 


